
【2025 年度/総合基礎科目領域/共通基礎科目群】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

比較行動学 HLA11-017 選択 2 1.2 後期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

長谷川 真紀子 講師控室 makiko.hasegawa 随時メールで質問等受付 

授業の目的・概要 

＜目的＞比較行動学の講義は、ヒト以外の動物の行動や生態について多角的な視点で分析し科学的考察

をすることを目的とする。 

＜概要＞原則として対面授業を行うが、一部 Teams を用いた同時双方向型遠隔授業を行う。フィードバ

ックと意見交換などを行い、動物の行動や生態について科学的観点からの理解を深める。 

授 業 形 式 ・ 方 法 

☑対面授業 
☑遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 □演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   ☑ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
□ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
講義資料は講義前日までに配信するので、講義内容理解の一助になるよう、必ず予習をしておくこと。

また、講義時間中に提示する課題は、講義内または指定された日時までに提出すること。 

教 科 書 教科書は指定しない。毎回の講義には当日配布する資料を使用する。 

参 考 書 キャンベル生物学 原書 11 版 /監修・翻訳:池内昌彦 他 /丸善出版 

外 部 教 材 特になし 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 動物に共通する行動の特徴について概説できる。 HSU(1)、(2)、(4)、(5) 

② 動物の行動を理解する 4 つの視点を説明することができる。 HSU(2)、(4)、(5) 

③ 生得的行動と習得的行動について違いを理解し概説できる。 HSU(2)、(4)、(5) 

④ 利己的行動と利他的行動、適応度と包括適応度について違いを理解し概説できる。 HSU(2)、(4)、(5) 

⑤ 動物の社会的学習について概説できる。 HSU(1)、(2)、(4)、(5) 

⑥   

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 ガイダンス、生物とは何かについて学習する。 講義（対面授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

2 ヒトの進化について学習する。 講義（対面授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

3 行動を理解するための視点について学習する。 
講義（対面授業） 

ディスカッション 

事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

4 生得的行動と習得的行動について学習する。 講義（対面授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

5 生得的行動の例について学習する。 講義（対面授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

6 習得的行動の例について学習する。 講義（遠隔授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

7 馴化と鋭敏化について学習する。 講義（対面授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

8 行動とコミュニケーションについて学習する。 
講義（対面授業） 

ディスカッション 

事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

9 動物にみられる配偶行動について学習する。 講義（対面授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

10 配偶システムの違いを子育ての観点から学習する。 
講義（同時双方向型

遠隔授業） 

事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

11 連合学習と非連合学習について学習する。 
講義（同時双方向型

遠隔授業） 

事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

12 
古典的条件付けとオペラント条件付けについて学習す

る。 

講義（同時双方向型

遠隔授業） 

事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

13 利他的行動と包括適応度について学習する。 講義（対面授業） 
事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

14 動物の社会的学習について学習する。 
講義（対面授業） 

ディスカッション 

事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

15 短期的記憶と長期的記憶について学習する。 
講義（同時双方向型

遠隔授業） 

事前配信資料の予習 

講義後課題の実施 
4 

試 
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達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

0 0 0 0 100 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 0 0 0 0 30 30 

思考・推論・創造する力 0 0 0 0 30 30 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 20 20 

コミュニケーション力 0 0 0 0 0 0 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 10 10 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 10 10 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

レポート 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

成果発表 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

① ✓ 

毎回の授業後に行う事後課題 15 回分の合計点およびディスカッシ

ョン 3 回分の合計点を 100 点に換算して評価する。なお、提出日時

を過ぎてからの事後課題の提出は原則認めない。また、授業を欠席

した回の授業後課題の提出は認めない。 

課題については原則翌々回の

授業までに解説を行うが、講

義で説明できない回について

は Teams に解説資料を掲載

する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤ ✓ 

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 なし 

教員の実務経験 

・薬剤師資格を持ち解剖生理学、生物系科目、PBL、基礎サイエンス実習（生物学）、環境学など基礎医

学・生物学・環境学の教育経験が 30 年以上ある。 

・自治体における環境調査に約 10 年従事した。 

実践的授業の内容 ・講義中、グループに分かれてディスカッションを行い、講義内容の理解を深める。 

そ の 他 

・授業中に提示された質問は、能動的に実施すること。  

・指定した参考書以外にもインターネットや新聞などをみて、動物行動学に関する記事を意識して読む

ようにすること（これらの活動時間は事前事後学習時間に含まれる）。 

・授業の方法（対面／遠隔）は授業計画に掲載されている通りに実施する。変更がある場合は授業中もし

くは Teams 上で周知するので、受講方法を間違えないように注意すること。 

・遠隔授業では Teams を使った同時双方向型授業を行う。授業時は通信容量が無制限の Wi-Fi 環境を推

奨する。 

・止むを得ずシラバスの内容を変更する場合は授業もしくは Teams で周知する。 

 


